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目的： 各家庭 から排■さ れる厨芥（ 調理くずや残飯など ）の実態 を明らかにし、我 々の食生活を見

直して みる。

方 法： 昭和55 年 より、毎 年京 都市の約300 世 帯 を対象に家庭ごみの細組成調査（ 約zio 品 目 に分類す

る ）を 行い 、各品 目ごと に湿重量、乾重 量、容積を測定する。

結果： 住宅地 域で の家庭 ごみの発生量は、湿ベースで最近平均1 人 １日490~  500g で あ る。そのう

ち厨芥 は、重量 比では湿 ベー スで約40 ％ 、乾ベー スで約20 ％ を占 めている。昭和56 年 に、厨芥の中身

を詳 細に分析し た結果、 調’理 くず（ 野菜や果 実の皮や芯、 卵のから、魚の骨など可食部以外のもの ）

が50~  60％ 、 食べ残しが30~  40％ 、 テ ィーバッグや茶がらなどのその他が12.4 ％で あっ た。驚くべき

こと に、 食べ残 しのう ち、 ほとんど手がつ け られておらず、購入時 の姿そのままで捨てられてい るも

のが、 厨芥中9.4 ％ を占 めてい ることが 判明した。 そこで、特にこの調理もさ れずに拾てられた、 手

つか ず食品ご みを取り出 して、整理したものが表１で ある。この結果、この値は湿 ベース、乾ベース

を問 わず、毎年ほ ぼ厨芥中10 ％ 前後を

示してい る。以 上のこ とから、我 々日

本人が 現在いか に飽食 な時 代を過ごし

てい るかが わかるが、 これをさらに食

料流 通量と 実質 摂取量 との関係から統

計的 に明らか にすべ く検討を重 ねてい

るところであ る。

表1    厨 芥 と 手 つ か ず 食 品 ご み

昭5 5 昭5 6 昭5 7 昭58 昭5  9 昭60

≫ct dry ●ct div ●et dry ●et dry ≪ct
dry ●et dry

こ 47J 21g 39J 19g 35.4
％
25J 38J 14.1

％
43J 19g “J 20.4

浪 9.4
％
9J 9.4％

13.2
％
10. E
％
5.4
％
11J 14J 10.5

％
12J 6J V.

A 26 や 奪斟 脂カロエ した調理 哨兵 の耐 久Til- つ ヽヽ -Z.

おヽ 峯の永+  欠友攻　　　　　　　　 早 野美所 世

a  的　 亭 素 粗 脂i コ ー デ4  ンr し た^ れ μ ， 花 氷性 ，糧 岫 筏 ，斜^f.- 。作 ，^ 世iiL ≫・あ1,

非 拡^  fi* ＼" 劣<-  れ7   い3  在 め, フ ライ パ ン, ホ フト ダ レ ート,  餉細 敗鎚
χ 。 恟鍋^ 名 猿

の

掴 理 昭 即ｔ利 用 才lit -r い 乱　 しヵ。し,    そ 州 肘 久檀 に つ 。･Z    の拝1R  It   缶 いi IS ヽヽ i.    をV,   。 時

に こ此 り 気高 の取 扱 い説 明-t･ ・ft 。 ふ 為 へ ら 心 奥 用.    呟 炊 穿， あ ぬヵa急 な と i 讐 瓜｡し7   
，

る喝 泰*>* 多 ・ 吟　 屹h  は， や寺 樹 脂 μ 海･tL にart  久 性 幻 函下i  愁 必t  3  恥 め と芦X.  5  +t 3･

;i z  t ｀奉可 変 は弗i^ 爾 脂 必耐 久 性｡を 串 裂 た わ しに よ5  房 耗 曳験 はヽ$,-? T  評 僅 し よ うt  I  だ。

方 浅　 詞 験 咋 は 肥 板 に2) μo)(11,0X2'^2, 比 。，･り片面 に^ 蘇 ＆ ヒ 同 しTわ ま^'    PT  T &,

ΞT  ?  E な'c･・ 李^ 宿 脂を コ ー ア４ ツ グし ち い りt^ い だ。*S ヽ， 一句 の債 雌 片13･ ij-a･Ci-

珀 吃f 廼 処理t 行'
■＼ ,  ヵ
・悪 伎 自然 放 玲ﾋｰﾙ 永t  ^｀^  湾 し 耘， こ+･し ラの碑 政 庁･t 研 身 橋 ﾃ 以゙

ク サ ンダ －i  Vj差 し 在庫 瓦 試 峻幾i  W い ， ナ４ ロ ンp.  Jﾜ し5rK “ を鳶 着 才-S,    倚t  が. 回 転

数 珈 リ 。 私 燥 まH ぽ 状 涵 下 収 絃 で1 ～,O 分・ 庫怖 気 験 ＆行 う と 隻ら 唐 耗 に よ3  ゑ ＆バ

の親 身 も幻 つx~。

結 果， ふ 娩 の 今膏 紺 脂 をコ- テ ィ ン グ し 托試 瞼` 庁 の素 面 を ナ'i ロ ン 艮 わ し 左 團 ヽヽ T  摩 托

喫暖1 行 つn  ヒ こ ろ, 序 机-f  は 時 間 と 弗,に(?  ぽ 直線 的･り 勧 ・し 李t 衡 陥 の?t 餓 に よ3  美

It あ ま り 払 め □･しな ヵヽ つ た。 しヵヽ し ， こ れ ラ≪咳 唾 咋'^ 25` 0°=｡t｀鮑 処 理 しr-~ 場4-1-1 よ,

e  T  F  E コ ー デ'i > ダ し 仁=も の の岸馳 量it  ヵ，なI)   t|カロし ち 吋　 Ｐ丁 下 £て’＼まI? と ん と` を の

影fi 言み シれ な かフ 托。 しか し,     pTF 瓦 ユ ーヲリ ン ク） も の は，  if ラ い310''-゜ 柘 ま で慈

知 理 し% 埓^ 摩 耗｡-I I* 'i 削H  is" ≫


